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エネルギー供給を担う弊社にとって、災害への備えは不可欠であり、日頃から社内での防災備蓄を徹底

しております。今回の寄付は、その備蓄品の入れ替えに伴う余剰分を有効活用し、地域社会へ還元する

取り組みです。昨今の経済状況などにより、生活に不安を抱える方々がいらっしゃる中、社会福祉協議

会様を通じて少しでも皆様の暮らしの安心に寄与できることを大変嬉しく思います。また、本来であれば

廃棄されてしまうものを活用することは、食品ロスの削減という観点からも意義のある活動だと捉えてお

ります。記事内で藤田社長が申しました通り、「地域の皆さんの命と暮らしを守る」ことは、弊社の事業の

根幹をなす使命です。今後もエネルギーの安定供給という本業を全うするとともに、地域に根差す企業と

して、このような支援活動を継続してまいります。


